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研究要旨 
海外のCKD研究および医療の実態解析を行い、本邦における実態と比較した。CKD は国際的に重要な問
題であり、各国が積極的にその対策に取り組んでおり、国際学会もその支援や WHO への働きかけを行っ
ている。本邦においても、基礎研究の更なる推進と臨床研究促進のためのプラットフォーム作りが重要で
ある。 

 
 A.目的 
CKD 及び CKD 診療体制、ESKD・腎代替療法
（RRT）の実態、海外の CKD 診療体制の調査
を行う。 
 

B.研究方法 
海外の CKD 研究および医療の実態解析を行い、

本邦における実態と比較するため、学会参加によ
る情報収集と、個別のコンサルテーションによる
情報収集を行った。 

 
 （倫理面への配慮） 
該当せず 
 
C.研究結果 
各国が CKD の対策に苦慮しており、重要課

題と位置付けられている。国際的に CKD 対策
の重要性は喫緊の課題ととらえられており、国
際的に最大の学会である国際腎臓学会、アメリ
カ腎臓学会、ヨー ロ ッ パ 腎 臓 学 会 は 合同 で 
WHO への働きかけを行っている。臨床研究推
進のためには、腎臓病の病態生理が複雑である
ことと、臨床試験におけるエンドポイントの問

題と患者のリクルートの難しさが、新規治療法
の開発を遅らせていると考えられており、国際
共同研究で使用可能な代替エンドポイントの策
定と、創薬のための動物実験の最適化に向けた
取り組みが行われている。 

 
D.考察 
CKD は国際的に重要な問題であり、各国が精

力的にその対策に取り組んでいる。 
 
E.結論 
病態生理を明らかにして新規治療法を開発する

ための基礎研究の更なる推進と、臨床研究促進の
ためのプラットフォーム作りが重要である。 
 

G.研究発表 
特に無し 
 
H. 知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 
特に無し 
 
3.その他 

  


